
1

荻
　
山
　
市
　
朗

宮
　
野
　
勇
　
馬

No.11
533

２０１9.3.28

　

中
央
本
部
は
、
２
月
７
日（
木
）、
T
K
P
ガ
ー
デ
ン
シ
テ
ィ
大
阪
リ
バ
ー
サ
イ
ド
ホ
テ
ル
に
於
い
て
、「
Ｊ
Ｒ
西
労
組
第
37
回
中

央
委
員
会
」
を
開
催
し
た
。
荻
山
委
員
長
は
冒
頭
、
昨
年
以
降
の
災
害
対
応
に
触
れ
、あ
ら
ゆ
る
系
統
に
お
い
て
、
グ
ル
ー
プ
会

社
に
働
く
仲
間
が
Ｊ
Ｒ
西
日
本
の
経
営
を
支
え
て
い
る
と
い
う
認
識
の
も
と
、協
力
会
社
と
の
信
頼
関
係
を
深
め
、
求
心
力
の
あ

る
J
R
西
日
本
グ
ル
ー
プ
を
築
く
こ
と
を
重
要
課
題
に
位
置
付
け
て
取
り
組
み
た
い
と
挨
拶
し
た
。
グ
ル
ー
プ
会
社
や
協
力
会
社

に
働
く
仲
間
と
の
信
頼
強
化
を
基
盤
に
、「
確
認
で
す
が
…
」
を
合
言
葉
に
、
確
認
し
合
う
風
土
づ
く
り
の
重
要
性
を
強
調
し
た
。

質
疑
で
は
、「
安
全
」「
災
害
時
の
対
応
」「
働
き
方
改
革
」「
駅
の
体
制
」「
選
挙
」
等
に
つ
い
て
、
活
発
な
議
論
が
展
開
さ
れ
た
。
総
括

答
弁
で
、
城
副
委
員
長
は
、
「
グ
ル
ー
プ
に
寄
り
添
う
」
こ
と
の
大
切
さ
に
触
れ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
西
労
組
が
、「
グ
ル
ー
プ

会
社
と
と
も
に
歩
ん
で
い
く
」
と
結
ん
だ
。

●
東
名
高
速
自
動
車
道
に
お
け

る
本
線
上
を
後
退
す
る
と
い
う

事
象
、
大
阪
〜
白
浜
線
に
お
い

て
、
道
路
を
誤
り
走
行
不
能
と

な
る
事
象
を
発
生
さ
せ
た
。

　

２
件
と
も
Ｊ
Ｒ
と
い
う
こ
と

で
大
き
く
扱
わ
れ
、Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
で
働
く
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
た
。

●
鉄
道
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ

ラ
ー
は
非
懲
戒
」
と
い
う
制
度

に
習
い
、
今
年
度
か
ら
事
故
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
導
入
し
、
更
な

る
安
全
対
策
と
し
て
、
高
速
バ

ス
全
車
両
に
バ
ス
用
カ
ス
タ
ム

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
を
導
入
す
る

事
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
、
い
く
ら
ハ
ー
ド
対

策
を
し
て
も
、
ソ
フ
ト
で
あ
る

人
が
要
員
不
足
の
た
め
に
、
事

故
が
減
ら
な
い
の
も
事
実
で
あ

り
、
近
年
、
バ
ス
運
転
者
の
脳

梗
塞
や
心
臓
発
作
な
ど
、
健
康

に
起
因
す
る
事
故
が
増
加
し
て

い
る
。
そ
の
た
め
、
健
康
管
理

が
極
め
て
重
要
で
あ
る
。

●
西
バ
ス
地
本
は
総
合
労
働
協

約
改
訂
交
渉
に
お
い
て
、
勤
務

間
イ
ン
タ
ー
バ
ル
を
８
時
間
か

ら
９
時
間
に
、
連
続
勤
務
日
数

を
、
最
大
10
日
間
か
ら
９
日
間

に
短
縮
す
る
と
い
う
改
善
を

図
っ
て
き
た
。

　

ま
た
、
過
日
、
国
交
省
に
出

向
き
、
行
政
が
取
り
組
ま
な
け

れ
ば
解
決
で
き
な
い
事
を
訴
え

て
き
た
。

●
賃
金
調
整
率
の
廃
止
、
定
年

延
長
も
含
め
、
誰
も
が
長
く
安

定
的
に
働
く
事
が
で
き
る
環
境

を
作
り
上
げ
る
と
と
と
も
に
、

グ
ル
ー
プ
企
業
間
の
賃
金
格
差

に
も
、
中
央
闘
争
委
員
会
に
は

取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
。

●
今
年
は
統
一
地
方
選
。
京
都

分
会
は
梶
原
英
樹
候
補
、
神
戸

分
会
は
栗
山
雅
文
候
補
の
当
選

に
向
け
、
選
挙
カ
ー
の
運
転
な

ど
で
、
積
極
的
に
参
画
し
て
い

き
た
い
。

●
本
年
度
は
「
安
全
考
動
計
画

２
０
２
２
」
が
ス
タ
ー
ト
。
残

念
な
こ
と
に
、
下
関
で
の
墜

落
、
栗
東
〜
草
津
間
で
の
感
電

と
２
件
の
死
亡
労
災
を
発
生
さ

せ
て
し
ま
っ
た
。
ま
た
、
注
意

事
象
も
増
加
の
傾
向
で
あ
り
、

大
き
な
背
後
要
因
が
存
在
し
て

い
る
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な

い
。
リ
ス
ク
を
洗
い
出
し
、
防

止
す
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば

安
全
考
動
計
画
の
意
味
が
な

い
。
本
当
に
実
行
度
が
高
く
必

要
な
対
策
な
の
か
を
見
極
め
て

く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

●
和
歌
山
支
社
で
は
、
間
接
部

門
へ
の
取
り
組
み
が
進
み
、
浸

透
し
て
い
る
。
今
年
は
、
直
接

部
門
へ
の
取
り
組
み
も
始
ま
っ

て
い
る
。
11
月
以
降
は
、
少
し

ず
つ
直
接
部
門
へ
も
、
浸
透
し

た
よ
う
な
手
ご
た
え
を
感
じ
て

い
る
。

●
今
年
４
月
か
ら
は
、
各
建
築

区
や
機
械
区
・
土
技
セ
で
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
制
度
の
適
用

が
開
始
さ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
。一
方
で
、主
管
部
が
グ
リ
ッ

プ
し
て
い
る
準
則
や
マ
ニ
ュ
ア
ル

と
い
っ
た
業
務
フ
ロ
ー
は
、支
社

で
の
改
善
が
困
難
で
あ
る
。
現

場
要
員
体
制
を
考
え
た
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
、フ
ロ
ー
を
見
直
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
人
間
の
能
力

に
は
限
界
が
あ
り
、
思
い
違
い

や
ミ
ス
も
起
こ
る
。
安
全
で
、

か
つ
簡
素
な
ル
ー
ル
の
策
定
を

要
望
す
る
。
そ
れ
が
、
安
全
と

働
き
や
す
さ
に
つ
な
が
る
と
考

え
る
か
ら
で
あ
る
。

●
契
約
社
員
（
駅
業
務
）
の
縮

小
・
廃
止
に
つ
い
て
、
出
札
業

務
の
技
術
継
承
を
含
め
、
展
望

を
聞
か
せ
て
ほ
し
い
。

●
２
０
１
９
年
春
季
生
活
闘
争

に
対
す
る
取
り
組
み
で
は
、
工

務
関
係
職
場
の
列
車
見
張
員
手

当
の
新
設
、
現
場
の
職
長
と
し

て
従
事
し
、
作
業
グ
ル
ー
プ
の

安
全
を
守
る
作
業
責
任
者
手
当

の
増
額
を
強
く
求
め
る
。駅
係

員
に
つ
い
て
は
、
夜
間
当
直
業

務
お
け
る
当
務
駅
長
手
当
の
新

設
を
強
く
求
め
る
。

●
福
岡
地
方
本
部
は
、
新
幹
線

協
議
会
、
中
央
本
部
と
共
に
、

新
幹
線
問
題
対
策
会
議
や
労
使

交
渉
の
場
に
お
い
て
、
こ
れ
ま

で
の
事
象
に
対
す
る
対
策
の
進

捗
状
況
や
、
打
ち
出
さ
れ
た
対

策
の
実
効
性
に
つ
い
て
、
検
証

を
進
め
て
い
る
。

●
博
多
総
合
車
両
所
に
お
け
る

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
工
事
も
本
格
的

に
は
じ
ま
り
、「
新
幹
線
を
守

り
、
Ｊ
Ｒ
西
日
本
を
支
え
て
行

く
ん
だ
」
と
い
う
機
運
の
な

か
、
中
央
本
部
、
新
幹
線
協
議

会
に
は
、
施
策
や
対
策
へ
の
継

続
し
た
検
証
を
要
請
す
る
。

●
在
来
線
乗
務
員
か
ら
新
幹
線

乗
務
員
を
希
望
し
て
も
、
な
か

な
か
試
験
に
合
格
で
き
な
い
と

の
声
も
挙
が
っ
て
い
る
。
そ
の

た
め
、
新
幹
線
乗
務
員
に
お
け

る
Ｂ
Ｃ
運
用
は
、
未
だ
に
解
決

で
き
て
い
な
い
。

　

特
に
、
福
岡
エ
リ
ア
は
在
来

線
が
な
い
こ
と
か
ら
、
乗
務
員

を
目
指
す
過
程
に
お
い
て
、
エ

リ
ア
外
の
在
来
線
職
場
へ
の
転

勤
を
伴
う
。
加
え
て
、
博
多
新

幹
線
列
車
区
は
２
０
０
名
を
超

え
る
職
場
だ
が
、
30
歳
未
満
の

組
合
員
は
、
客
室
乗
務
員
を
除

く
と
２
名
し
か
い
な
い
。
在
来

線
乗
務
員
を
経
ず
に
、
新
幹
線

を
専
門
的
に
学
ん
だ
新
幹
線
乗

務
員
の
登
用
つ
い
て
、
議
論
を

お
願
い
す
る
。

●
19
春
闘
で
は
、
他
社
エ
リ
ア

の
特
急
列
車
通
勤
と
、
通
勤
に

お
け
る
回
数
券
か
ら
定
期
券
へ

の
利
用
拡
大
、
エ
リ
ア
手
当
の

増
額
を
求
め
る
。

　

ま
た
、
通
勤
で
他
社
線
や
新

幹
線
を
利
用
し
て
い
る
組
合
員

の
中
に
は
、
１
回
の
通
勤
に
Ｊ

Ｒ
九
州
在
来
線
、
新
幹
線
、
博

多
南
線
の
三
種
類
の
回
数
券
を

使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
な

ど
、
Ｉ
Ｃ
化
が
進
む
中
で
非
常

に
不
便
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

●「
Ｊ
Ｒ
西
日
本
グ
ル
ー
プ
安

全
考
動
計
画
２
０
２
２
」
が
ス

タ
ー
ト
し
10
ヶ
月
が
経
過
し
た

が
、
労
災
死
亡
事
故
、
重
大
労

災
が
発
生
。
金
沢
地
本
管
内
で

も
、
感
電
労
災
や
墜
落
な
ど
が

グ
ル
ー
プ
会
社
で
発
生
し
た
。

昨
年
12
月
１
日
に
、
地
本
拡
大

安
全
対
策
委
員
会
を
開
催
し
、

グ
ル
ー
プ
労
組
に
参
加
を
要
請

し
、
冬
季
対
策
も
含
め
て
、
現

場
の
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
し
た
。

今
後
も
定
期
的
に
、
グ
ル
ー
プ

全
体
で
取
り
組
み
を
進
め
て
行

き
た
い
。

●
２
０
１
９
春
闘
の
檄
布
行

動
、
参
院
選
の
浜
野
よ
し
ふ
み

候
補
を
支
援
す
る
会
、
統
一
地

方
選
、
ダ
イ
ヤ
改
正
の
課
題
等

に
つ
い
て
、
取
り
組
ん
で
き
て

い
る
。

●
民
主
化
闘
争
に
つ
い
て
は
、Ｊ

Ｒ
連
合
北
陸
地
協
と
し
て
、Ｊ

Ｒ
イ
ー
ス
ト
ユ
ニ
オ
ン
新
潟
地
本

と
連
携
し
活
動
を
し
て
い
る
。

●
北
陸
新
幹
線
の
敦
賀
延
伸
に

伴
い
、
課
題
が
山
積
し
て
い

る
。
福
井
県
の
新
た
な
第
３
セ

ク
タ
ー
会
社
設
立
も
予
定
さ

れ
、
金
沢
以
西
の
第
三
セ
ク

タ
ー
会
社
を
支
援
す
る
組
合
員

は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
社
員

運
用
や
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

な
ど
、
Ｊ
Ｒ
の
在
来
線
、
新
幹

線
、
各
支
線
、
グ
ル
ー
プ
会

社
、
３
セ
ク
と
計
画
的
に
行
わ

な
い
と
社
員
の
意
欲
が
低
下
す

る
。
山
陽
か
ら
の
支
援
者
に
つ

い
て
は
概
ね
解
消
し
、
ご
苦
労

い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
た
い
。
技
術
者
の
養
成
も

行
っ
て
い
る
が
、
金
沢
の
現
状

や
特
情
を
理
解
し
、
本
社
と

し
っ
か
り
協
議
し
て
い
た
だ
き

た
い
。

●
並
行
在
来
線
会
社
へ
出
向
さ

れ
て
い
る
社
員
及
び
シ
ニ
ア
・

シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
社
員
に
対
し

て
、一
律
３,
０
０
０
円
を
負
担

し
て
い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い
る
。

　

出
向
手
当
の
増
額
と
エ
リ
ア

手
当
の
更
な
る
改
善
を
強
く
要

請
す
る
。
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全
体
質
疑

川
西
委
員
（
福
岡
地
本
）

他
社
エ
リ
ア
の

　

  

特
急
列
車
通
勤
を
求
め
る

連
続
勤
務
を
最
大
９
日
間
に
短
縮

山
口
委
員
（
西
バ
ス
地
本
）

敦
賀
延
伸
後
の
課
題
が
山
積

村
椿
委
員
（
金
沢
地
本
）

特集

簡
素
な
ル
ー
ル
が「
安
全
」と

　
「
働
き
や
す
さ
」に
つ
な
が
る

脇
村
委
員
（
和
歌
山
地
本
）

責
任
組
合
の
役
割
を
自
覚
し

安
全
を
基
礎
に
、持
続
的
発
展
に
向
け
た

展
望
を
切
り
拓
こ
う
！


